
 

当院の施設基準・看護・食事・療養環境などについて 

 

当院は厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

 

１．当院の適合する基本診療料の施設基準 

   回復期リハビリテーション病棟入院料１（看護職員実質配置１３対１、看護補助職員実質配置３０対１） 

（回復期に該当しない場合は療養病棟入院基本料および療養病棟療養環境加算１を算定）  

[実績指数40以上、在宅復帰率7割以上、重症者比率4割以上 を満たす] 

地域加算（３級地）、入院時食事療養（Ⅰ）、感染対策向上加算３（連携強化加算、サーベイランス強化加算） 

医療安全対策加算２（医療安全対策地域連携加算２）、認知症ケア加算２、排尿自立支援加算 

入退院支援加算1（地域連携診療計画加算）、データ提出加算1 

       

２．当院の適合する特掲診療料の施設基準 

   脳血管疾患等リハビリテーション（Ⅰ）、運動器リハビリテーション（Ⅰ）、廃用症候群リハビリテーション（Ⅰ） 

   ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影、胃瘻造設術、遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料） 

   外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）、入院ベースアップ評価料 

 

３．病床の区分及び看護配置について 

2階病棟 定床43床 回復期リハビリテーション病棟1  

脳血管疾患、整形外科疾患、肺炎などの発症から間もない患者さまが入院して、一定期間集中的にリハビリテーションを行い、在宅等に復帰することを

目的としている病棟です。 

当病棟では１日に平均10人以上の看護職員（看護師及び准看護師）と、4人以上の看護補助職員が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・ 朝8:30～夕方16:30まで看護職員1人当りの受け持ち数は8人以内です。 

・ 夕方16:30～朝8:30まで看護職員1人当りの受け持ち数は22人以内です。 

 

3階病棟 定床42床 回復期リハビリテーション病棟1  

脳血管疾患、整形外科疾患、肺炎などの発症から間もない患者さまが入院して、一定期間集中的にリハビリテーションを行い、在宅等に復帰することを

目的としている病棟です。 

当病棟では１日に平均10人以上の看護職員（看護師及び准看護師）と、4人以上の看護補助職員が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・ 朝8:30～夕方16:30まで看護職員1人当りの受け持ち数は7人以内です。 

・ 夕方16:30～朝8:30まで看護職員1人当りの受け持ち数は21人以内です。  

 

4階病棟 定床43床 回復期リハビリテーション病棟1  

脳血管疾患、整形外科疾患、肺炎などの発症から間もない患者さまが入院して、一定期間集中的にリハビリテーションを行い、在宅等に復帰することを

目的としている病棟です。 

当病棟では１日に平均10人以上の看護職員（看護師及び准看護師）と、4人以上の看護補助職員が勤務しています。 

なお、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・ 朝8:30～夕方16:30まで看護職員1人当りの受け持ち数は8人以内です。 

・ 夕方16:30～朝8:30まで看護職員1人当りの受け持ち数は22人以内です。  

 

以上により、当院では原則として付き添いの必要はありません。 

 

４．食事について 

   当院は厚生労働大臣が定める「入院食事療養（１）」による食事の提供を実施しています。食事療養は医師の発行する食事せんにより、管理栄養士により

行われ適時及び適温の食事療養を実施しています。 

・朝食時間 7：30～8：40  ・昼食時間 12：00～13：10  ・夕食時間 18：00～19：10 

 

５．入院の療養環境について 

   当院は厚生労働大臣が定める「特別の療養環境の提供に係わる基準」による療養環境の提供を実施しています。また、個室もご希望により利用できます。

(料金等については「室料差額料金表」をご覧ください) 

 

６．その他 

   病衣貸与、私物洗濯等を使用・利用される方は医療費一部負担金の他に料金がかかります。詳しくは医事課入院窓口にてお尋ねください。 

 

７．医療相談について 

当院では医療上、生活上の相談担当として医療ソーシャルワーカーを配置しております。治療や医療費、退院後の生活についてのご心配事がありました

ら、ご相談ください。 
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